


















ある『總持寺住山記』をはじめとする中世から近代 での總持寺関係資料、さらには永光寺（石川県羽咋市）関係資料の総括的研究が必須であった。また研究を推進するためには、可能な限りの資料収集が急務であった。早速大本山總持寺および永光寺の御許可を得て、駒澤大学図書館保管の『總持寺住山記』 『五院輪住帳』 、および石川県立図書館史料編纂室蔵永光寺関係資料のマイクロフィルムにより写真本を作成した。なかでも『總持寺住山記』は重要であるから、保存用と研究用の二部を作った。しかし『總持寺住山記』巻一は写真撮影時の不手際によってか、写真本では判読できない箇所が のみならず、落款も不鮮明であったから 總持寺 御了解を得て、 鶴見大学仏教文化
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所紀要』第四号（平成十一年四月）に活字化した。　
また總持寺（横浜市） ・永光寺（石川県羽咋市） ・門前町（石川県門前町）の史料調査に参加し、 「資料調査報告書」
（總持寺・永光寺） 『新修門前町史』の刊行にも関与した。また「江戸末期における總持寺の実情」 （一）文化三年の火災と再建を中心として（二） 『安政六年諸般書上』を中心として（ 『鶴見大学仏教文化研究所紀要』第九・十号） 『瑩山禅師と曹洞宗教団の発展』 （總和会宮城県支部 「大本山總持寺〈古文書の世界〉 」 （ 『曹洞宗報』平成二十一年一月号以降三十六回） 『總持寺と曹洞宗の発展―鶴見御移転百周年に因んで―』 （總和会宮城県支部） 「
總持寺所蔵重要文化財
瑩山紹瑾像






















瑩山紹瑾禅師については栗山泰音『嶽山史論』 ・ 『總持寺史』 、横關了胤『總持寺誌』 、孤峰智璨『日本曹洞宗両祖伝』 、



















































總持寺瑩山瑾禅師伝（ 『日域洞上諸祖伝』元禄六年〈一六九三〉湛元自澄撰）能州諸嶽山總持開山瑩山紹瑾大和尚（ 『洞済当門 元治 年〈一八六五〉隆暁編）瑩山瑾禅師伝略考（ 『 和尚伝光錄』安政四年〈一八五七〉仏州仙英
　
刊）
二代 紹瑾和尚（ 『大乗聯芳志』 ）　　
宗外で成立した伝記








































































































































































































































































また總持寺蔵正中元年（一三二四）三月十六日「当寺十箇条之亀鏡」 （後年書写か）や、 『總持寺住山記』 （總持寺



















一隅＝一隅を照らす）のように、 置字「于」の字体を「千」に、 また道元禅師の永平寺蔵『普勧坐禅儀』の「撰」 「拂






















」 「滎」 「熒」 「螢」などは「ケイ」と



























































また白雲慧暁は文永三年（一二六六）入宋し、 瑞巌 希叟宗曇（ 『禅学大辞典』は曇希、 玉村竹二『五山禅僧伝記集成』
は希叟妙曇としている）の膝下に投じた後、浙江の諸禅刹を行脚修行し帰朝したが、隠逸的で っ 。檀越九条家の招請により東福寺第四世に出世 ている。　
このような東山・白雲の師円爾は園城寺で出家したが、東大寺で受戒し、栄西の弟子である上野長楽寺栄朝（？―




























天下の名僧を招聘する住持制度）に則らず 聖一（円爾弁円）派の一流相承が許容されて た。それは一門における和合と結束をはかり、 東福寺住持という名誉と、 東福寺の護持と発展という責務を、 一門で平等にわかちあうものだった。開山円爾の後、その弟子十三人――第二世東山湛照（住持期間、一夏九 日） 、第三世無関普門（十一年） 、第四世白雲慧暁（四年） 第五世山叟慧雲（五年） 、第六世蔵山順空（五年） 、第七世無為昭元（二年） 、第八世月船琛海（四年） 、第九世痴兀大慧（一年未満？） 、第十世直翁智侃（ 年） 、第十 世南山士雲（五年） 、第十二世雙峰宗源（五年） 、第十三世潜渓處謙（？） 、 第十四 天桂聰杲 ？ ――がつぎつぎに住持職に就いている。第三世無関普門（一二一二―九一）の十一年を除き、一夏九旬の超短期（第二世東山湛照）から五 （第四世白雲慧暁四年 山叟慧雲五年など）で輪番に住持している。　
このような動向下にあった東福寺東山湛照・白雲慧暁の膝下に参じた瑩山禅師は、やがて能登に永光寺（石川県羽







番住持を規定したも と思われる。 それはまた必然的に總持寺における輪番住持制に直結することはいうまでもない。なお總持寺の輪番住持制は、峨山派の拠点寺院である陸奥正法寺（岩手県水沢市） 、越前竜泉寺（福井県武生市） 、相模最乗寺（神奈川県南足柄市）など二十七ヶ寺も住持制度として取り入れてい が、これは教団の団結と発展に大きな影響を与えたばかりか 曹洞宗教団の一大発展をとげる要因になったことは間違いない。　
因みに至徳三年（一三八六） 、足利義満は相国寺を開創し、五山に列するため、義堂周信（一三二五―八八）の進




















































それのみならず密教の受容は『洞谷清規』 （ 『瑩山清規』 ） も導入されている。 『禅苑清規』 『備用清規』 『勅修百丈
清規』 『永平清規』などの諸清規（禅宗寺院におけ 修行僧 生活規則）や、永平寺・宝慶寺・東福寺・興国寺・大乗寺などにおける諸行法を摂取し、仏法の興隆は行事にあり、法会には 喜法悦があるとして元亨四年（一三二四）成立した『洞谷清規』は、後人による改変も る（ 『瑩山禅師の研究』 「洞谷清規の制定」 ）が、日中・月中・
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（一二四一） 、 懐鑑とともに深草興聖寺道元禅師 （一二〇〇―五三） に参じ、 寛元元年 （一二四三） 禅師の北越入山にも従った。しかし懐鑑らは日本達磨宗の最後の孤塁を守るべく波著寺へ帰山したらしい。ま 永光寺には懐鑑の袈裟が所蔵されている。義介はその力量を認められ、典座や鑑寺の要職を務めている。典座職については『典座教訓』に「典座の一職は、是れ衆僧の弁食を掌どる。禅苑清規に云く、衆僧を供養す故に典座有りと。古より道心の師僧、発心の高士充て来るの職なり。蓋し一色の弁道に猶る歟
）11
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あるが、この神明と竜神は強弁かも知れないが、教化を望んで参集した道俗諸階層を示すものではなかろうか。このように理解すると、道俗諸階層が参集した宇治興聖寺においては 道に対しては『普勧坐禅儀』 『弁道話』 『学道用心
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弘長二年 （一二六二） 四十四歳無事に帰朝し、 『大宋名藍図』 （南宋寺院の伽藍や法具 見取図） 一般に 『五山十刹図』 （大






























































































































































































































































































（以下略） 」にも家尚があるから、従来の説は具体的ではないが誤りではない。しかし血緣関係だけではなく、地緣関係も無視することはできない。それは前 触れた遍参で興国寺無本覚心 会下 投じたことである。興国寺は和歌山県由良にあり、城万寺のある徳島県海部とは海上交通で至近距離にあるので、瑩山禅師には多分に親近感もあったと思われる。しかし未嗣法で住持就任は注目する必要がある。　














































































































































































































































































































































































































義介についで大乗寺住持 なった瑩山禅師 『信心銘拈提』 一巻を著している。これは中国禅宗第三祖鑑智僧璨 （？
―六〇六）が、正伝の宗旨を明らかに示し、將来の邪解を戒めるため 四言一四六句で述べた『信心銘』を拈評（古則をとりあげて評釈すること）して著語（自分の見解による寸評）を加えたものである また 会下には眼下鉄鏡・明峰素哲・峨山韶碩・無涯智洪・寂室了光・祇陀大智・恭翁運良などがい 。　　　　
（７）洞谷山永光寺











ている。その砌り 前 も触れたように、 徹通義介が永平寺から大乗寺へ転住時に携行した道 禅師親輯七十五巻本・十二巻本『正法眼蔵』を謄写し将来したことはいうまでもない。　
洞谷山永光寺の山号・寺名や伽藍結構、さらには仏殿の三尊およびその造像事情について述べる。まず山号・寺名
については『洞谷記』に
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正月から十二月までの諸行事を具体的に示している。とりわけ読経・念誦・祈祷など教化的要素も盛りこまれている。　『禅苑清規』 『備用清規』宋朝禅林の規矩、 『永平清規』 （典座教訓、弁道話、赴粥飯法、衆寮清規、対大己五夏闍梨法、知事清規） 、天童の家風、永平の古儀、懐弉・義介・建仁僧正（栄西）の行儀、永平寺・大乗寺、或いは遍参した宝慶寺・東福寺・興国寺の諸行儀などを受容し、さらには自らの宗教体験も含め撰述している。 『永平清規』が出家道の実践を中心としたもので 精神的・個人的・出世間的であるのに対し、 『瑩山清規』は時代や民衆の要望に即応した在家教化の実践に配慮したもので、形式的（現実的） ・集団的 対世間的とされている。　正中二年（一三二五）五月廿三日、両願を立てているが、一願は菩提心を発し、身命を顧みず、生々世々本願の如













ものである。瑩山禅師の法嗣は後述する『洞谷記』にあるように、四門人六兄弟＝明峰素哲、無涯智洪、峨山韶碩、壷庵至簡、孤峰覚明、源照珍山とされるが、 『日本洞上聯燈錄』 は嗣法七人とあり、素哲、智洪、紹碩 至
閒（簡）
、源






















































































































































































































































































































































































































































なお位牌の起源については 『禅学大辞典』 に義堂周信は 「位牌古無
レ有也。自
レ宋以来有
レ之」 （ 『空華日工集』 ） といい、
宋朝以来とし、 『禅林象器箋』二四図牌門では『朱子語類』を引いて、宋朝以前に存したという。また『真俗仏事編』三祭霊部には、位牌はもと「位版」 「神主」と名づけて、儒家が用いたもので、仏家がこれにならった、とある。注記
 






（４） 『洞谷記』 （ 『曹洞宗全書』宗源下
　
五〇五上） 、 『洞谷五祖行実』 （ 『曹洞宗全書』史伝上
　
五九五下）参照。















































































































































































































































83） 『本朝高僧伝』 （ 『大日本仏教全書』一〇二・三四二下 参照。
新修總持寺史
― 145 ―
（
84） 『加能史科』鎌倉Ⅱ
　
五〇五頁以下参照。
（
85）同右五〇六頁以下参照。
（
86） 『横浜市文化財調査報告書』第二十八輯の二
　
四三頁上参照。
